
ご
み
×
く
ら
し

生
活
と
切
り
離
せ
な
い「
ご
み
」

　

私
た
ち
が
日
々
生
活
す
る
中
で
ど
う
し

て
も
発
生
し
て
し
ま
う「
ご
み
」。ご
み
を

出
す
私
た
ち
が
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
正

し
く
理
解
し
て
い
な
い
と
、環
境
汚
染
や

健
康
被
害
、
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
の
費

用
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

市
の
ご
み
総
排
出
量
は
、
平
成
21
年
度

に
生
活
系
ご
み（
家
庭
ご
み
）の
処
理
が
有

料
化
さ
れ
た
こ
と
で
一
時
減
少
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
こ
の「
ご
み
」に
私
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の

か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Topics

　私たちの生活と密接に関わる「ごみ」。最近では、プラスチックごみ削減のためのレ
ジ袋の有料化や、今までの「R

リ デ ュ ー ス
educe(減らす)」「R

リ ユ ー ス
euse(再使用する)」「R

リ サ イ ク ル
ecycle(再生利用

する )」に「R
リフ ュ ー ズ
efuse(断る)」を加えた「4R」を推進する自治体が増加するなど、ごみ問題対

策への動きが少しずつ始まっています。

ご
み
出
し
は
計
画
的
に

　

本
市
で
は
、
ご
み
は
収
集
日
当
日
の
午

前
8
時
30
分（
塩
原
地
区
は
午
前
8
時
）ま

で
に
、
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
那
須
塩

原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
の
焼

却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
活
用
し
た
り
、
ご
み
の
選
別
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
市
内
で
収

集
し
た
ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

一
度
に
多
く
の
ご
み
を
出
し
た
り
、
那

須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の

那須塩原クリーンセンター

那須塩原クリーンセンターの特徴
熱エネルギーの有効利用
ごみの焼却熱を利用して、施設で使う
電気を発電。余った電気は電力会社に
売却。

公害防止
ごみを安定的に燃やすことで、有害な
物質の発生を防止。法に基づいて厳し
い基準での運転を実施。

ごみのリサイクル
施設内のリサイクルセンターで資源物
や不燃ごみ、粗大ごみの破砕・選別・
圧縮などを行い、資源として回収。

自然との共生
施設と一体を成す緑地の保全を図り、
そこに生きる動植物のさまざまな種の
保全を目的として、隣地所有者の協力
で20万平方メートルに及ぶ緑地保全
協定を締結。

可燃ごみ袋（大）1枚50円で、平均6キ
ログラムのごみが入ると想定すると、
その処理費用は1袋あたり195.6円に
なります（導入時試算）。

数字で見る！本市のごみ事情

収集・運搬・処理費用（年間）

市の家庭ごみ排出量（年間）

約27,536トン

※平成30年度実績。

1人1週間当たり

約5キログラム

持
ち
込
み
が
集
中
し
た
り
す
る
と
、
各
地

域
の
ご
み
収
集
が
遅
く
な
り
ご
み
の
収
集

運
搬
作
業
に
悪
影
響
が
出
ま
す
。　

ま
た
、

年
末
な
ど
の
長
期
連
休
に
な
る
と
ご
み
が

増
え
、
例
年
、
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
ご
み
を
持
ち
込
む
車
両
で
混
雑
し

ま
す
。
ご
み
の
収
集
運
搬
や
処
理
に
支
障

を
来き

た

さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
ご
み
を

出
す
と
き
は
、
市
が
配
布
す
る
ご
み
出
し

カ
レ
ン
ダ
ー
や
ご
み
分
別
事
典（
7
ペ
ー

ジ
参
照
）を
参
考
に
し
て
、「
ご
み
が
多
い

と
き
は
数
回
に
分
け
て
ご
み
を
出
す
」な

ど
計
画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

市のごみ総排出量の推移
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[t]

※�生活系ごみ（家庭ごみ）は家庭から出されるごみや資源物、集
団資源回収に出される資源物を合わせたもの。事業系ごみは
飲食店などの事業者から出される産業廃棄物以外のごみ。

有料指定ごみ袋を導入しています
　平成21年度、市は「家庭ごみ処理の有料化（有料指定ごみ袋制度）」を
導入しました。マイバッグを活用する人や生ごみを家庭で処理する人、分
別を徹底している人などごみの減量・資源化に取り組んでいる人には負担を
軽く、そうでない人には一定の負担を求めて公平化を図るためのものです。
可燃ごみ袋と不燃ごみ袋が有料で、ごみの処理費用の一部になります。
　資源物は無料で回収しているため、ごみ袋が有料の可燃ごみや不燃ごみか
ら資源物を正しく分別すると、その分だけ皆さんの負担軽減につながります。

特 

集

の家庭ごみを出しています

約16億円

1人当たり年間

約1万4千円
のごみ処理費用が掛かっています

※�令和元年度の余剰電気売却による収入額
は、約3千万円でした。

※�令和元年度の資源物売却による収入額は、
約5千万円でした。
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